
初度の入札時に提出する工事費内訳書について 

 

 

 入札参加者の適正な見積りを促すとともに、談合等の不正行為の排除、ダンピング受注の防止等を図

る観点から、工事費内訳書の提出を求めますので、提出にあたって留意してください。 

 

 

１ 対象工事 

  競争入入札に付す全ての工事 

 

２ 工事費内訳書の提出等にあたっての留意事項 

 ⑴ 工事費内訳書は、初度の入札書提出時に提出するものとする。 

 ⑵ 入札者は、工事費内訳書の記載に当たり、町長が工事等の入札ごとに示す工事費内訳書様式の項

目に対応する金額を記載すること。 

 ⑶ 入札者が工事費内訳書を提出する場合には、封書の上、入札書と同一の記名押印をした上で、入

札書と同時に、入札執行者が入札書の提出箇所とは別に指示する箇所に提出することとする。 

 

３ 工事費内訳書の内容を確認する工事の選定方法 

 ⑴ 原則として、入札を行う日の全入札の中から、工事費内訳書の内容を確認する工事（以下「確認

案件」という。）を、１件以上選定します。 

 ⑵ 確認案件の選定については、入札執行に先立って、入札参加者の前で、入札執行者がくじ又は番

号を記入した札を引くことなどにより行うこととします。 

 ⑶ 入札執行者は、⑵により選定した確認案件を、口頭により、入札参加者へ通知します。 

 

４ 工事費内訳書の内容確認 

 ⑴ 入札執行者は、入札価格を読み上げた上で、落札決定を保留し、提出された工事費内訳書の内容

確認を行ないます。この場合において、当該工事費内訳書が、次のいずれかに該当するときは、当

該工事費内訳書に係る入札を無効とします。 

  ア 工事費内訳書の提出がない場合 

  イ 工事費内訳書の記載金額（合計金額）その他当該工事費内訳書の要件が確認できない場合 

  ウ 工事費内訳書に記名押印がない場合 

  エ 入札者（代理人による入札の場合にあっては当該代理人）以外の者が工事費内訳書を提出した

場合 

  オ 工事費内訳書の合計金額と入札書の記載金額が一致しない場合 

  カ 見積用参考資料により示す工事費内訳書様式の項目に対応した金額が確認できない場合 

⑵ 開札を行った日において、確認案件に係るすべての内訳書の内容確認ができない場合は後日、入

札結果を通知します。 

 

別添１：工事費内訳書の例 



 

別添１ 

 

（記入例） 

 

平成○○年○○月○○日  

 

羅 臼 町 長   様 

 

入札者 住所  ○○市○○町○○番○○号 

氏名  株式会社 ○○建設 

 代表取締役 ○○○○  印 

 

代理人 住所   

氏名              印 

 

 

工 事 費 内 訳 書 

 

工 事 名  

 

工 種 等 金  額（円） 

道路改良 Ａ   

 土工 ａ   

 法面工 ｂ   

 擁壁工 ｃ   

 雑工 ｄ   

直接工事費 Ａ（ａ＋ｂ＋ｃ＋ｄ）   

共通仮設費計 Ｂ   

現場管理費 Ｃ   

一般管理費等 Ｄ   

工事価格 Ａ ＋ Ｂ ＋ Ｃ ＋ Ｄ   

 


